
                                                                  

                                                                                

 

 

学 校 給 食 週 間 に つ い て 

  

 

 

さいたま市立常盤小学校  

 

みなさま冬休みはいかがお過ごしでしたでしょうか？冬休みを家でゆっくり過ごした人もいれば、旅行に行った人、

親戚に会いに行った人、友達とたくさん遊んだ人、勉強をたくさん頑張った人…などさまざまだと思います。また、

年末年始は、日本の伝統的な食文化に触れる機会も多かったと思います。正月料理のような行事食には、人々の願い

や思いが込められています。行事食には旬の食材が使われており、それを食べることで季節を味わい、節日を楽しむ

ことができます。日本には、地域によって様々な年中行事があり、行事ごとに行事食があります。日本の伝統や食文

化を次の世代に伝えていくとともに、一年を豊かに過ごしましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
給食は明治２２年に山形県の私立忠愛小学校で、貧しくて弁当を持参できない児童に対し、昼食を提供したのが始

まりといわれています。それから給食は徐々に全国へ広まっていきましたが、第二次世界大戦中、食糧不足のため給

食は一時中止となりました。戦後、食糧不足の子どもたちを救おうとアメリカからの援助物資もあり、昭和２１年 

１２月２４日、学校給食は再開されました。その日を給食記念日としましたが、冬休みと重なるため、１ヶ月遅れて

１月２４日から１月３０日を全国学校給食週間としました。 

子どもたちの体格も変化してきた今日では、給食は栄養補給だけではなく、食事を通じて「社交性を養うこと」や

「伝統的な食文化への理解」、「自然や食べ物を作ってくれた人への感謝の気持ち」等を学ぶ役割も担っています。給

食は体も心も健康にします。また、給食ができるまでにはたくさんの人が関わっています。感謝の気持ちをもってい

ただきましょう。 

◎給食の歴史◎ 

 

 

 

 

昔の給食はとてもシンプルな内容で、特に給食が始まった頃のメニューはおにぎり、焼き魚、漬け物といった簡単

なメニューだったそうです。時代を経て、今では様々な料理が給食に出るようになりました。給食には１００年以上

の歴史があります。是非ご家庭でご自身の子どもの頃の給食を、お子様に紹介してあげてください。 


